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報告の概要
• 私につづく、平石、磯の両氏による「ブルデュー派混合分析」を支

えるMCAの原理的な部分を解説する
• MCAを土台に実現される混合分析はどのようなものか。
• 使われるグラフはなにを表現しているのか。

• MCAが生成する空間を解説する。
• アクティブ変数によって生成された空間と、個体空間、個体の位置の関係。
• 各個体は、平均値に集約されず、それぞれの位置を保持している。

• 追加変数/追加個体を使ったアプローチ
• 基本形：構造化データ解析SDAによる追加変数の参照空間への射影

• ある空間で空間生成に用いた変数を、別の空間で追加変数として射影することが可能。

• 応用編：
• 自由記述解答部分を機械学習、LLMを用いて変数化し、それを追加変数として射影

する事例。
• 大畑・藤本2023、根本・藤本2024、根本・藤本他 2025a、根本・藤本2025b



報告の趣旨

• 最初に、『ディスタンクシオン』に現れた“CA”を概観する

• 次に、多重対応分析（MCA）と混合研究法との関係を説明する。
• そこで分析の前提となる主軸技法による空間生成と追加変数、個体と

の関係に触れる。

• こうした説明を踏まえて、MCAによって生成される空間/グラ
フの意味するところを理解する
• MCAの可能性を踏まえて

• ブルデュー的に活用する
• さらに自由に活用する



「ディスタンクシオン」と
MCA
報告者のこの間のアプローチ

「ディスタンクシオン」を対応分析がどのように応用されているのか、という視点で読んでき
た。

今回整理してみたのは、第２章と、関係するものとして第５章。

これだけは指摘しておきたい、ということ。



一見対応分析？第２章

照応関係の分析
は、対応分析と
読み替えてください。

「同じ構造」をどのように
判定しているのだろうか。

図５社会的位置空間（黒字）
図６生活様式空間（赤字）

縦軸：資本量＋
横軸：右 経済資本＋

 文化資本－
左 経済資本－

 文化資本＋



気になる原注（１）

• 図５、図６。これは対応分析の図ではない！

• 「原注（１）ここに提示した図式は、確かにそれを作成するにあ
たってはいろいろな照応関係の多様な分析を用いたので、その図式
のように見えるその図式のように見えるところがあるし、また(以下
に示される我々のアンケートのデータ分析を はじめとして)照応関
係の多くの分析が、これと同じ構造に 従ってそうした空間を明らか
に生みだしてきたのも事実 であるが、それにもかかわらず、照応関
係を分析するため の図表なのではない。」

• 下線部分は、原文では強調点



対応分析の図（第５章）支配階級

図９ 食料消費空間

図11,12 支配階級のバリアント

図13 支配階級のヴァリアント



中間階級

図15,16プチブル趣味のヴァリアント、

図17 プチブル趣味のヴァリアント。照応関係分析。
第１、第３慣性軸の簡略図式



対応分析に関す
る第５章の注
（２）

（２）の「分析方法については」で参照
されている、Lebart、Morineau,Tabradの文献は、
原著1977、英訳が1984、日本語訳ｈ、1994に、
大隅他の翻訳で『記述的多変量解析法』として
刊行されている。
「理論的基礎付け及び論知的利用条件」については、
1973のベゼクリの対応分析の基本文献の第２
巻が指示されている。

(4)で因子と訳されているのは、MCAで生成された
座標軸のこと。

詳細は、大隅他訳2021の用語解説（p162）、また、
LUDOVIC LEBART, Exploratory multivariate data 
analysis from its origins to 1980: Nine contributions. 
の2 Principal axes methods 参照。



『記述的多変量解析法』
1977仏,1984英,1994日
• 本書は、主成分分析、対応分析、

多重対応分析について、一貫し
て、主軸技法という視点で論じ
ている。

• タイトルは、記述的多変量解析
法とであるが、もし、2000年代
にタイトルをつけるなら、「幾
何学的データ解析」となるよう
な内容。

• 「ディスタンクシオン」の計量
技法としての対応分析の基礎は、
「幾何学的データ解析」GDAで
ある。



1984年
CAが英語圏へ

1990年

？

第５章
注(2)
分析方法についてはB..
理論的基礎付けおよび
論理的利用条件につい
てはA..

第１期
1963−73
1973で確立   

第２期
1973−80
栄光ある孤立 

第３期
1981以降
国際的認知へ
英語文献の
登場 1984

CA英語圏

CA日本語

数量化手法
ブルデュー

CAフランス

CAの英語圏日本語圏への伝播（翻訳）
とDistinctionの英訳、日本語訳の関係
Clausen1989、Rouant&LeRoux2010, Greenacre2017を参
考に作成

CARME
1991から4年ごと
に国際会議開催

CAiP

B

A

GDA

参照なし 津田塾大学紀要
54号（2022/3）
用に作成
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1996
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MCAで混合研究法はどう実現
するのか



本題：MCAと混合研究法

• 混合研究法とは
• 量的分析と質的分析を結合させた分析手法。
• おそらく、さまざまな方法で実現されるアプロー

チの総称。

• 量的分析手法としてのMCAの原理

• それを踏まえて、
• 「多重対応分析による混合研究法」と「ブル

デュー派混合研究法」
• 多重対応分析をつかって混合研究法をやれば、ブ

ルデュー派混合研究法になるわけではない。
• ポイントは、ブルデュー的もしくはブルデュー派

的MCAの利用かどうか。



「MCAを使えば、ブルデュー的分析にな
るわけではない」
• Le Roux & Rouanet 2000 

• 試訳：「調査票の幾何学的解析」
http://133.167.73.14/~kazuo/LeRoux_lesson/

• いうまでもないことではあるが、確認。

• MCAは、カテゴリカル調査データ表から「変数間の関係」「個
体間の関係」を抽出する道具。

• 模試図で解説します。
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MCAは調査票をどう料理する
のか



MCAは、二つの空間を生成する

• CA
• ２元クロス表を入力。

• 行変数空間と列変数空間が生成される。

• MAC
• 「多変量」調査票データ。

• これは、行が個体、列が変数、の表であるけど、列は、変数カテゴリ
に展開されて、行：個体ー列：変数カテゴリの２元表

• 数理的には、CAもMCAも同じ
• 特異値分解（SVD）で多次元行列の次元縮減を行う



MCA模試図的に…
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変数雲：
各セルごとに、座標値、度数をもっているので、
そこから、分散が計算でき各軸への寄与率を計算で
きる。
そこから、Dim１、Dim2…の解釈を行う。

この軸の解釈=名称が、あらたな「変数名」＊

何軸まで分析対象にするかを
累積寄与率を睨んで決める。
その時、修正寄与率、累積修
正寄与率を見ること。
平均寄与率からのズレ（分
散）を表現。

修正寄与率 累積修正寄与率

Benzécriの修正寄与率

各軸を解釈（軸に名前をつける）する
ために、軸に対する変数カテゴリの寄与
を確認する。
それをもとに軸に名前をつける。

個体雲の解釈は、軸との関係でみていく。



CA/MCA は行空間と列空間を生成する

2025/9/4 CA/MCAの数理（２）

col1 … coln rowS
um

row1

:

rown

colSum

m x n 行列

行空間

列空間

空間生成とは、座標軸の生成
を意味する
dim1….dimn.

> これらの座標軸は、データ
表の慣性（分散）が空間生成
に用いられた変数が分解され
たもの。

> これらの慣性（分散）は、
行空間と列空間で同じ
値となる。（ここに、行分析
と列分析の相互浸透があらわ
れている。cf カイ2乗距離を
もちいているため。主成分
分析PCAでは、それはできない。）



生成された空間の座標軸は「新たな変
数」
• この仕組みがあるので、ブルデューの社会空間のように１軸に

「資本総量」、２軸に「資本構成（経済資本＋文化資本-/経済
資本-/文化資本＋）」というように、経験的変数で測定できな
い概念を図示することが可能になる。

• これの裏返しで、もとの変数の挙動/分布はどうなる？という
ことが一見わかりにいくなるが…
• 変数空間に変数の位置（平均位置）は表示されている。

• 個体空間にその変数カテゴリを選択した個体を集中楕円を使って分布
を表示することができる。



MCAが生成した空間の解釈

• 空間生成に寄与する変数（アクティブ変数/アクティブ個体）
とそこに射影する追加変数/追加個体に区分する。構造化モデ
リング。

• （個体も分布している）空間を張っている座標軸を生成したア
クティブ変数のカテゴリの寄与率に注目して、座標軸を命名す
る。

• 加えて、変数空間に、性別、年代、など人口統計学的変数、ま
た、学歴、職業など社会経済的変数を追加変数として空間の解
釈を補佐する。

• これが構造化データ解析SDA



MCAによる混合研究法

• 以上を念頭に混合研究法は以下のように説明されます。

• 個体（回答者）は、個体空間になんらの修正、抽象化をされること
なく座標として維持されている。

• 抽象化されない個体位置を全体の分布の中で評価することができ
る。

• 個体番号として参照可能。インタビューイーの分布位置を確認し
て、MCAによる空間的位置とあわせてインタビュー内容の分析を行
う。

• そこでの分析視点がブルデュー社会学の基本概念を用いて行われ
る。



MCAの応用その２

• 自由記述解答から機械学習、LLMをもちいて変数化し、それを
追加変数とし選択肢解答によって生成された空間に射影。

• それをもとに、解釈を行う。



まとめ（１）
• MCAの特徴

• 多次元データ解析
• 変数間の関係を多次元行列として保持し、分析の前提とする

• 線形アプローチ、変数の社会学

• 低次元近似によるデータ構造の把握
• 個体情報が、そのまま保持されている。
• 構造化データ解析SDAとして、追加変数/追加個体を空間に射影できる。

• 「数量化手法」のもう一つの側面
• カテゴリカルデータに数値を付与する
• それは、多次元データの低次元近似よって生成された軸上の座標として表現される。

（数量化）
• この生成された軸は、投入された変数から生成された新たな変数である（合成変数）
• この仕組みがあるので、「交差配列構造」で社会階級をマッピングすることが可能に

なっている。



まとめ（２）

• こうしたMCAの特性を活かした分析

• ブルデユー派
• 界、ハビタス、相同性、など

• 合成変数を活用する分析
• 情報セキュリティ概念（ガバナンス形情報倫理）を測定可能変数の合

成変数として構成。（進行中）

• さらに、自由記述解答を機械学習、LLMでSDAの追加変数とし
て生成し、それを生成空間に射影し解釈。
• NLP2023,2024,2025の論考。
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『津田塾大学紀要』第58号（2025/09/30 入稿済み）
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付録



MCAの例：「読むこと空間」
• 入力

• 行：個体、列：変数という形式の調査データの集計表（多次元行列a）
• 変数の「関係」は、この多次元行列に表現されている*。

• MCAのステップ
• 分析によって生成したい空間に関係する変数の選択：アクティブ変数（多次

元行列b。*は同じく。）
• その空間の解釈に必要で、空間生成には寄与しない変数の選択：追加変数

（デモグラフィック変数など）。

• MCAのリザルト
• 多次元->低次元近似
• 変数（カテゴリ）空間
• 個体空間



投入されたデータ

•アクティブ変数
• 24変数（Q）

• カテゴリ数
• 総数：2*20+4*4=76

• junkカテゴリ（無回答）
• 24

• 有効カテゴリ

• 76－24= 52（K）



（）内はカテゴリ数



出力される空間の例（変数空間1−2軸）



個体空間1−2軸



縮減された空間
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